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(57)【要約】
【課題】本発明は膜厚異常部の影響が広い範囲におよぶ
、印刷技術を用いて作成される基板の異物の混入に関す
る印刷膜厚異常部を修復する方法を提供すること。
【解決手段】印刷技術を用いる有機ＥＬパネルの製造工
程において基板の印刷・乾燥後に有機層の膜中または表
面にある異物を検出する検出工程と有機層が可溶な溶剤
をノズルから吐出させつつ、別のノズルで吸い取ること
で異物とともに印刷した有機層の材料を取り除く除去工
程と、除去工程で付着した溶剤分を取り除く乾燥工程と
、除去工程で取り除かれた印刷部分にのみに有機層材料
を印刷することで再形成する修正印刷工程と、修正時の
溶剤分を乾燥させ取り除く修正後乾燥工程を行うことで
膜厚異常部を修正する。
【選択図】図１



(2) JP 2012-104302 A 2012.5.31

10

20

30

40

50

【特許請求の範囲】
【請求項１】
基板上に形成された有機層の膜中または表面の異物を検出する検出工程と、
前記異物が検出される領域に対し、前記有機層が可溶な溶剤を吐出しつつ吸引することで
、前記異物と共に有機層の少なくとも一部取り除く除去工程と、
前記除去工程で付着した溶剤を取り除く乾燥工程と、
前記除去工程で取り除かれた領域に前記有機層の材料を再塗布形成する印刷工程と、
前記再塗布形成された領域の溶剤を乾燥させることで取り除く乾燥工程と、を有すること
を特徴とする有機ＥＬディスプレイの製造方法。
【請求項２】
前記除去工程において、
前記有機層が可溶な溶剤を第１ノズルから吐出させつつ、前記第１ノズルとは異なる別の
ノズルで吸引し、かつ、隣接する複数の塗布領域を同時に行う、
請求項１記載の有機ＥＬディスプレイの製造方法。
【請求項３】
基板に形成されるバンクは一方向に設けられ、前記除去工程を、前記バンクが延出する方
向に走査することで行う、請求項１または２に記載の有機ＥＬディスプレイの製造方法。
【請求項４】
前記除去工程において、前記異物が存在する領域に隣接する領域も同時に処理する、請求
項３記載の有機ＥＬディスプレイの製造方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、有機ＥＬディスプレイの製造方法に関し、特に印刷型の有機ＥＬデイスプレ
イパネルを製造する工程において、当該パネルに異物が混入した際の修正方法に関するも
のである。
【背景技術】
【０００２】
　有機ＥＬディスプレイにおける発光素子は、一般に陽極と陰極の一対の電極間に少なく
とも一層の有機発光層が挟持された構造となっている。有機発光層の形成方法としては、
例えば、真空蒸着による方法や、有機発光材料を溶媒に溶かすことでインク化し、印刷技
術を用いる方法があるが、大型のディスプレイを低コストで製造する方法としては、高価
な真空設備を必要としない、印刷技術による方法がより有効な手段とされている。
【０００３】
　具体的な印刷技術としては、インクジェット法、スクリーン印刷法、フレキソ印刷法な
どがあり、赤（Ｒ）、緑（Ｇ）、青（Ｂ）３色の有機ＥＬ材料を画素ごとに塗り分けるこ
とで、ディスプレイをカラー化することが可能である。ディスプレイの大型化に伴い、基
板面積が大型化すると、クリーンルームなどの環境対策を行っている場合でも、基板全面
にわたって膜厚異常部がない製品を、高い歩留りで実現することは難しく、不良発生箇所
（膜厚異常部などが生じた箇所）を部分的に修復する修正方法が求められている。
【０００４】
　例えば、有機ＥＬ層の欠陥修正方法の一例としては、特許文献１の欠陥除去方法が知ら
れている。
【０００５】
　図６は、特許文献１に開示された欠陥除去方法を示す図である。有機ＥＬ素子の製造工
程において、まず、図６（ａ）に示すように、基板１に形成された下地層２上に形成され
た有機層４の内部、若しくはその表面に生じた異物５等の欠陥を検出する欠陥検出工程を
行う。次に、図６（ｂ）に示すように、欠陥検出工程により検出された異物５、及び、そ
の近傍の有機層４にレーザー光１７をレーザー照射装置１８から照射し、異物５およびそ
の近傍の有機層４を除去する。続いて、図６（ｃ）に示すように、精度良く欠陥を除去し



(3) JP 2012-104302 A 2012.5.31

10

20

30

40

50

た欠陥除去箇所１９を形成することにより、修復する方法が知られている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特開２００４－１１９２４３号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　しかしながら、上記従来の欠陥除去方法を有機ＥＬ発光素子に適用した場合、異物とそ
の近傍の有機層を除去するだけでは膜厚の異常個所を修復し得ないという課題を有してい
る。
【０００８】
　例えば、有機層を蒸着技術で形成する場合には、異物などの欠陥があっても形成される
有機層の膜厚は異物のごく近傍のみが影響を受けるのに対し、印刷技術を用いて有機層を
形成する場合には、ダストなどの異物が存在すると有機材料を溶媒に溶解したインクを用
いるため、異物の周辺にインクが表面張力により引き寄せられる現象が発生し、膜厚異常
がより広い範囲で発生することになる。無論、塗布領域に異物が入り込まないように、ク
リーンルームを極力、清浄な環境を維持することが行われるが、それでも大型ディスプレ
イの全領域において、異物が存在しないことを保証することは極めて困難であり、有機Ｅ
Ｌディスプレイの製造歩留りを低減させる要因となっているのが実状である。
【０００９】
　本発明は、上記従来の課題を解決するものであり、印刷技術を用いて作製される基板に
おいて、異物に起因する膜厚異常箇所を高精度に修復する方法を提供することを目的とす
る。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　上記課題を解決し目的を達成するために、本発明の有機ＥＬディスプレイの製造方法は
、基板上に形成された有機層の膜中または表面の異物を検出する検出工程と、前記異物が
検出される領域に対し、前記有機層が可溶な溶剤を吐出しつつ吸引することで、前記異物
と共に有機層の少なくとも一部取り除く除去工程と、前記除去工程で付着した溶剤を取り
除く乾燥工程と、前記除去工程で取り除かれた領域に前記有機層の材料を再塗布形成する
印刷工程と、前記再塗布形成された領域の溶剤を乾燥させることで取り除く乾燥工程と、
を有する。
【発明の効果】
【００１１】
　本発明の有機ＥＬディスプレイの製造方法により、印刷技術で作製する基板の異物に起
因する膜厚異常部を除去でき、かつ、再塗布により膜厚異常を高精度に修復する方法を提
供することが可能となる。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】本発明の実施の形態１に係る膜厚異常部の修復方法を示す図
【図２】本発明の実施の形態２に係る膜厚異常部の修復方法を示す図
【図３】本発明の実施の形態３に係る膜厚異常部の修復方法を示す図
【図４】本発明の実施の形態４に係る膜厚異常部の修復方法を示す図
【図５】均等でないライン状のバンク断面を示す図
【図６】特許文献１に記載された従来の欠陥修復方法を示す図
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　以下、本発明実施の形態１について、図面を参照しながら説明する。
【００１４】
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　（実施の形態１）
　図１は本発明の基板の膜厚異常部修正方法のフローを模式的に現した図である。
【００１５】
　図１（ａ）は、欠陥の検出工程を表す図である。本実施の形態での膜厚異常部修正方法
での基板は、有機ＥＬ素子の製造工程中における有機層を印刷技術により塗布／乾燥した
状態を対象としている。
【００１６】
　同図において、１は基板であり、２は基板上に形成された下地層であり、修正対象とな
る印刷工程以前に形成される構造である。下地層２には素子に応じて分割された第１電極
層や正孔輸送層などが含まれる。また、図１では簡略化のため省略しているが、実際には
基板１は、分割された素子の夫々を駆動するための駆動回路と接続配線が含まれる。
【００１７】
　３はバンクであり、画素を区切り発光層を印刷する際のインクが混ざり合ってしまうの
を防止する働きをする。４は有機層であり、有機発光材料などの機能材料を可溶な溶媒に
溶解させたインクを使用し、印刷技術により所定の位置に塗布後・乾燥された状態である
。有機ＥＬ素子の発光材料の場合、その乾燥時膜厚は２０ｎｍから２００ｎｍ程度の厚み
である。
【００１８】
　５は有機層に混入した異物である。有機層４を印刷する以前や乾燥前の有機層４が液体
状態（インク）の時に異物が存在すると、その表面張力によりインクは異物５の周辺に集
められる。これにより乾燥後の有機層４の膜厚が不均一となる。６は異物５の影響による
有機層の膜厚が正常部と異なった膜厚異常部である。７は膜厚異常部検出手段であり、Ｃ
ＣＤカメラなどを用いる画像処理手段やレーザー変位計などの高さ検出手段を用いること
により、膜厚異常部の位置を検出することが可能である。
【００１９】
　図１（ｂ）は除去工程を表す図である。８は除去ヘッドであり、吐出ノズル９と吸引ノ
ズル１０を含んでいる。除去ヘッド８は検出工程で見つけられた膜厚異常部箇所に位置決
めされる。そして、吐出ノズル９より有機層４が可溶な溶剤１１を吐出しつつ、吸引ノズ
ル１０で溶剤を吸引することで膜厚異常の原因となった異物５と共に、印刷された膜厚異
常部の有機層４の材料を取り除く。なお、修正すべき画素の縦横比が異なる場合には、画
素の長手方向に吐出ノズルと吸引ノズルを配置することによりノズル内径を大きくできる
ので流量を多くでき、除去速度を早くできる。
【００２０】
　また、図１では吐出ノズル９と吸引ノズル１０は独立した一対の孔の形態の例を示した
が、一個の吐出ノズルに対し複数の吸引ノズルを配しても良いし、逆に一個の吸引ノズル
に対して複数の吐出ノズルを配しても良い。例えば、画素の縦横比が異なる場合には、画
素長手方向に対して一個の吐出ノズルを挟むように２個の吸引ノズルを配置する方法や、
１個の吸引ノズルを挟むように２個の吐出ノズルを配置する方法がある。これにより吐出
した溶剤１１が修正対象以外の場所に広がらないようにすることができる。
【００２１】
　また、同心円状のように中央に吐出ノズルを配し、その外周にリング状の吸引ノズルを
配して吸引しても良いし、逆に中央に吸引ノズルを配し、外周にリング状の吐出ノズルを
配するような構成をとることで溶剤１１が修正対象以外の場所に広がらないようにするこ
ともできる。また、溶剤を吐出するよりも時間的に早く吸引を開始し、吐出を終了した後
に吸引を停止することにより、溶剤１１が修正対象以外の場所に広がらないようにするこ
とが望ましい。なお、除去工程で吐出する溶剤１１は、有機層が可溶で乾燥により除去可
能なものであれば、印刷時のインクに使用されている溶剤や修正印刷工程でインクに用い
る溶剤と異なるものを用いることも可能である。印刷時の溶媒よりも低沸点の溶媒を用い
ることで乾燥を早くし、再印刷までの時間を短縮することが可能である。
【００２２】
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　図１（ｃ）は、乾燥工程を示す図であり、先の除去工程で異物と有機層が除去された除
去部１２に付着した溶剤成分を乾燥により取り除く。乾燥方法としては、ヒーターなどに
より高温にして乾燥速度を上げる方法や、圧力を下げることで乾燥速度を上げる方法のど
ちらも適用可能である。しかしながら、有機層が有機ＥＬ発光材料の場合、前工程で除去
しなかった正常箇所に塗布された材料が高温環境下で劣化することが多く、その耐熱温度
はおおむね摂氏１００度以下程度であることが多いため、乾燥工程では耐熱温度以下の温
度を保つ必要があり、乾燥を効率的に進めるために減圧することがより望ましい。
【００２３】
　図１（ｄ）は、修正印刷工程を説明する図であり、１３は修正印刷手段であり、１４は
有機層の材料を溶剤に溶かしたインク液滴である。図１（ｂ）の除去工程において、有機
層が取り除かれた部分に位置合わせを行い、有機材料のインクを再度塗布することで有機
層を再形成する。１５は除去部に再塗布されたインク液滴溜りを表している。例えば、異
物を取り除き乾燥させた評価基板に対し、有機層の印刷に用いたインクジェット装置に取
り除かれた部分のみを印刷するようなデータを入力することで、正常部分と同等に除去部
に有機層を塗布することが可能である。
【００２４】
　図１（ｂ）において、膜厚異常の原因となる異物を取り除いているため、修正印刷によ
りインクは異物の存在しない正常な部分を印刷したときと同様の液滴溜りを形成する。な
お、本図ではインクジェット印刷装置を用いたがその他ディスペンサ装置、修正部のみの
マスクを使用したスクリーン印刷装置やフレキソ印刷装置などの塗布手段を用いることも
可能である。
【００２５】
　図１（ｅ）は、修正後乾燥工程であり、修正印刷工程で塗布したインク液滴溜りを乾燥
させることで有機層を形成する。図１（ｂ）の除去工程にて膜厚異常の原因となる異物を
取り除かれ、図１（ｄ）の修正印刷工程にて正常な部分を印刷したときと同様の液滴溜り
が形成されている。このため乾燥により膜厚の均一性が乱されること無く正常な有機層を
形成することが可能である。なお、修正後乾燥工程についても、図１（ｃ）の乾燥工程と
同様に有機層の耐熱温度以下の温度を保つ必要があり、乾燥を効率的に進めるために減圧
することが望ましい。
【００２６】
　このように、本実施の形態の膜厚異常部修復方法では、混入した異物とともに膜厚異常
となっている印刷膜を同時に取り除くことが可能であり、修正印刷で正常な印刷膜を形成
することが可能となり、有機ＥＬ基板上の印刷膜厚異常部を修正することができる。
【００２７】
　（実施の形態２）
　次に、本発明実施の形態２について、図面を参照しながら説明する。
【００２８】
　図２は本発明の実施の形態２の基板の膜厚異常部修正方法のフローを模式的に現した図
である。図２（ａ）は、有機ＥＬ素子の製造工程中における膜厚異常部検出工程を表すも
のである。基板は、有機ＥＬ素子の製造工程中における有機層を印刷技術により塗布／乾
燥した状態を対象としている。
【００２９】
　図２において、前述の実施の形態１と同符号の構成要件の説明は省略する。本実施の形
態と実施の形態１との違いは、本実施の形態は、図２（ａ）に示す通り、有機層４がバン
ク３上にも形成された形態を示す点である。
【００３０】
　図２（ａ－１）は、塗布領域の長手方向の断面図を示すものであり、異物５が存在しな
い場合には、同図の破線のように、液体状態の有機層（インク）が塗布される。異物５が
存在することで、異物５の周辺に有機層４の基となるインクが集められることで、異物５
の周辺の膜厚が厚くなり、その周辺は薄くなる。
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【００３１】
　図２（ａ－２）及び（ａ－３）は、それぞれ当該塗布領域の短手方向の断面図を示すも
のである。図２（ａ－２）は、異物５が存在することで、インク塗布の厚さが厚くなり、
インクがバンク３の上面に乗り上げている状態を示し、隣接した塗布領域には影響を及ぼ
していない状態である。図２（ａ－３）は、異物５により集められたインクが、バンク３
の保持可能な限界を超えて高くなった状態を示し、隣接した塗布領域にも影響し、混色が
発生する状態を示す。このように混色が発生すると、異物の存在する塗布領域だけでなく
、その隣接する塗布領域も異常となるため、混色は絶対避けなければならない。
【００３２】
　しかしながら、ディスプレイの高解像度化や発光部の面積比率を高めるという要求のた
めに、バンク３の幅は狭い方が有利であり、実際にはバンクの幅は２０μｍから５０μｍ
程度の幅に設計されることが多い。そのため、混色による不良が生じえた場合には、膜厚
異常部を修正しなければ、高い生産歩留りを得ることは困難となる。
【００３３】
　図２（ｂ）は除去工程を表す図である。除去ヘッド８は、吐出ノズル９と吸引ノズル１
０を有している。除去ヘッド８は検出工程で見つけられた異物箇所に位置決めされ、吐出
ノズル９より有機層が可溶な溶剤を吐出しつつ、吸引ノズル１０で溶剤を吸引する。この
とき、異物５の存在する塗布領域に隣接する塗布領域は、混色による膜厚異常が発生して
いることが多いため、異物５の存在する塗布領域と、隣接する塗布領域の有機層を同時に
取り除く。図２（ｂ）では、吐出ノズル９と吸引ノズル１０は独立した一対の孔の形態が
３列並べられた例を示したが、一個の吐出ノズルに対し複数の吸引ノズルを配しても良い
し、逆に一個の吸引ノズルに対して複数の吐出ノズルを配しても良い。
【００３４】
　また、同心円状のように中央に吐出ノズルを配し、その外周にリング状の吸引ノズルを
配して吸引しても良いし、逆に中央に吸引ノズルを配し、外周にリング状の吐出ノズルを
配するような構成をとっても良い。また、同時に除去する塗布領域に跨るような、スリッ
ト上の吐出ノズルや、吸引ノズルを用いても良い。スリット上のノズルを用いる場合は、
円形のノズルを用いる場合に比べ、吸引した異物がノズルに詰まることが少なく、例え詰
まった場合においても、ノズルの清掃が簡単であるという利点がある。
【００３５】
　以降の図２（ｃ）～（ｅ）の工程は、上述の実施の形態１と同様な内容であるので説明
を割愛する。
【００３６】
　以上のように、本実施の形態による膜厚異常部修正方法では、混入した異物とともに膜
厚異常となっている印刷された有機層とを同時に取り除くことが可能であり、修正印刷工
程により、正常な印刷膜を形成することで基板上の膜厚異常部を修正することが可能であ
る。更に、異物の表面張力によりインクが集められることで発生する隣接素子との混色を
同時に取り除くことが可能であり、特にバンクの間隔が狭く混色が発生しやすい場合にお
いても、効率的に膜厚異常部を修正できるという点で優れている。
【００３７】
　（実施の形態３）
　図３は、本発明の実施の形態３の基板の膜厚異常部修正方法のフローを模式的に現した
図である。本実施の形態の特徴は、バンク３が一方向に形成（これを「ライン状のバンク
３」と称す）された有機ＥＬパネルに関する点にある。図３において、前述の実施の形態
１及び２と同符号の構成要件の説明は省略する。
【００３８】
　図３（ａ）に示す通り、ライン状のバンク３によって囲まれた塗布領域に異物５が検出
された場合、図３（ｂ）に示すように、除去ヘッド８をバンク３が延出される方向に走査
することで、有機層４を除去する。具体的には、吐出ノズル９より有機層が可溶な溶剤１
１を吐出しつつ、吸引ノズル１０で溶剤を吸引し、バンクの延出方向に基板１と相対的に
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除去ヘッド８を走査して行き、これにより膜厚異常の原因となった異物５と共に印刷され
た膜厚異常部を含む有機層の材料をライン単位で取り除く。以降の図３（ｃ）～（ｅ）の
工程は、上述の実施の形態１や実施の形態２と同様な内容であるので説明を割愛する。
【００３９】
　以上のように、本実施の形態の膜厚異常部修復方法では、混入した異物とともに膜厚異
常となっている印刷膜をバンクの延伸する方向の発光素子の線単位で取り除き、修正印刷
で正常な印刷膜を形成することにより、膜厚異常部の影響を及ぼす範囲が広いライン状の
バンクを用いた有機ＥＬ基板の印刷膜厚異常部を修復することが可能である。
【００４０】
　（実施の形態４）
　図４は、本発明の実施の形態４の基板の膜厚異常部修正方法のフローを模式的に現した
図である。
【００４１】
　本実施の形態は、上述の実施の形態３と同様、バンク３が一方向に形成（これを「ライ
ン状のバンク３」と称す）された有機ＥＬパネルに関する形態であり、そのため、図４に
おいて、実施の形態３と同符号の構成要件の説明は省略する。
【００４２】
　図４（ｂ）は除去工程を表す図であるが、実施の形態３との違いは、除去ヘッド８が吐
出ノズル９と吸引ノズル１０の機能を備える点である。以降の図４（ｃ）～（ｅ）の工程
は、上述の実施の形態３と同様な内容であるので説明を割愛する。
【００４３】
　このように本実施の形態による膜厚異常部修正方法では、発光素子の混色を防止するた
めのバンクが一方向に形成された有機ＥＬパネルの製造工程において、混入した異物およ
び異物により膜厚異常となっている印刷された有機層をバンクの延伸する方向の発光素子
の線単位で取り除くことができる。その際、異物のある素子を含む線と同時に少なくとも
隣接する線の除去を行うことで隣接素子との混色箇所についても同時に取り除くことが可
能である。異常の原因となった異物、膜厚異常箇所、混色箇所を取り除いた上で修正印刷
工程により正常な印刷膜を形成することにより、基板上の膜厚異常部を修正することが可
能である。
【００４４】
　これにより、特に膜厚異常部の影響を及ぼす範囲広いライン状のバンクを用い、バンク
の間隔が狭く混色が発生しやすい場合においても効率的に有機ＥＬ基板の膜厚異常部を修
正できるという点で優れている。
【００４５】
　なお、本実施の形態では、ライン状のバンクが均等な幅であり、発光画素の幅となるバ
ンクとバンクの間隔も均等である例を図示したが、図５に示すように通常より広いバンク
幅を有する部分２０や、印刷が行われないバンク間２１が存在し、隣接画素間隔が広い箇
所が周期的に存在する基板に対しては、隣接画素間隔が広い間隔を一単位として除去工程
を行うことにより周辺正常画素への溶剤が広がることなく、より確実に膜厚異常部を修正
できるという点で優れている。
【００４６】
　（実施例）
　ガラス基板上にアクリル系の撥液性を有するバンクを形成した基板を準備した。
【００４７】
　準備した基板のバンクの高さは１～１．１μｍであり、バンクの形状は有機層の塗られ
る凹部が長辺２６０μｍ、短辺６０μｍの矩形状であり、バンクの幅が４０μｍの１発光
画素（塗布領域）ごとに区切られた基板と一方向にバンクが延伸され有機層の塗られる部
分の溝状の凹部の幅が６０μｍでバンク幅が４０μｍの基板の２種類を用いた。
【００４８】
　これらの基板に対し、事前にインクジェット装置を用い、正常部の乾燥後厚さが１００
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ｎｍ程度になるように有機発光材料を印刷し、減圧乾燥機を用いて十分に乾燥させておい
た。
【００４９】
　印刷乾燥済みの基板に対し、ＣＣＤカメラを用い拡大観察を行い、異物の存在箇所の抽
出を行った。異物の存在する箇所周辺は印刷膜の色の濃さが外観からみても、他の正常部
と異なっており形成された膜厚の均一性が低いことが判別可能であった。一発光画素ごと
に区切られたバンク形状の基板の場合、異物の大きさが画素内に納まる程度のサイズでは
外観から見た膜厚の異常部は異物が存在している画素およびその隣接する画素に収まるこ
とが多いことが確認された。
【００５０】
　一方、バンクが一方向に延伸するように形成された基板においては、異物の存在する場
所からバンクの伸びる方向に数ｍｍから数十ｍｍの範囲まで異常部が広がっている場合が
あり、異物の存在する画素だけを修復することでは正常化することが困難であり、線単位
での修正が必要であることが確認できた。
【００５１】
　異物および異物周辺の膜厚異常部に対して、吐出ノズルと吸引ノズルを持つ除去ヘッド
により有機層を印刷するときのインクに含まれる溶媒成分を吐出／吸引し異物と膜厚異常
を起こしている有機層の除去を試みた。
【００５２】
　一発光画素ごとに区切られたバンク形状の基板に関しては、除去ヘッドは、吐出ノズル
内径３０μｍ、吸引ノズル内径６０μｍのノズルが中心間距離２００μｍで対になったも
のを用い、吐出圧力０．２ＭＰａで有機層を形成する材料が印刷時に溶解されている溶剤
を吐出した。具体的には、溶剤として有機層をインクジェット印刷する際のインクに含ま
れている成分のシクロヘキシルベンゼンを溶剤として用いた。
【００５３】
　吸引側は事前に基板とノズル間のクリアランスを３０μｍにし周辺の画素に溶剤が溢れ
ないような条件に吸引流量の調整を行った。この上で異物の存在している画素にノズルを
位置合わせし、ノズル高さを事前に圧力調整を行った際と同じクリアランス３０μｍに高
さ調整した後、溶剤の吐出／吸引を行った。一画素に対して３０秒間溶剤を吐出／吸引さ
せることで、塗布領域内に溶剤を循環させることで塗布領域に存在していた異物および印
刷されていた有機層の材料を除去することが可能であった。
【００５４】
　この後、基板を乾燥炉に入れることで付着していた溶剤分を乾燥させた。乾燥炉は通常
の印刷後に有機層のインクを乾燥させる炉と同じものを用い、同じ条件で乾燥させた。乾
燥後の基板に対して有機層を除去した画素だけを印刷するように、インクジェット印刷装
置の印刷データを修正したデータを用いて修正印刷を行い、基板を乾燥炉にて乾燥させた
。初期、異物により膜厚が異常となっていた画素について、乾燥後の状態をＣＣカメラで
観察を行ったが、原因となった異物を取り除いた上で再印刷を行ったことにより、正常部
分と同様の印刷状態を得ることが可能であった。
【００５５】
　一方向にバンクが延伸された形状の基板に関しては、除去ヘッドの吐出ノズルと吸引ノ
ズルは両方ともスリット上の開口が平面に平行に開口している形状のものを用いた。その
開口は、吐出ノズルは開口スリット幅５０μｍ、スリット長２２０μｍ、吸引ノズルの開
口はスリット幅１００μｍ、スリット長２２０μｍであり吐出と吸引のスリット間は２０
０μｍのものを用い、吐出ノズルの吐出圧力は０．２ＭＰａで、有機層を形成する材料が
印刷時に溶解されている溶剤を吐出した。
【００５６】
　具体的には溶剤として有機層をインクジェット印刷する際のインクに含まれている成分
のシクロヘキシルベンゼンを溶剤として用いた。吸引側の吸い込みについてはノズルと基
板のクリアランスを５０μｍに調整した上で事前に吐出した溶媒が周辺に溢れないように
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【００５７】
　異物の存在する画素のあるラインの開始位置に除去ヘッド中心を位置決めした後、ノズ
ル高さを事前に圧力調整を行った際と同じクリアランス５０μｍに高さ調整した後、溶剤
の吐出・吸引を行った。ヘッドをバンクの延伸する方向に基板と相対的に移動させ溶剤を
吐出／吸引させることで画素内に溶剤を循環させることで画素に存在していた異物および
印刷されていた有機層の材料を除去することが可能であった。
【００５８】
　この後、基板を乾燥炉に入れることで付着していた溶剤分を乾燥させた。乾燥炉は通常
の印刷後に有機層のインクを乾燥させる炉と同じものを用い、同じ条件で乾燥させた。乾
燥後の基板に対して有機層を除去した画素だけを印刷するようにインクジェット印刷装置
の印刷データを修正したデータを用いて修正印刷を行い、基板を乾燥炉にて乾燥させた。
初期、異物により膜厚が異常となっていた画素について乾燥後の状態をＣＣＤカメラで観
察を行ったが原因となった異物を取り除いた上で再印刷を行ったことにより、正常部分と
同様の印刷状態を得ることが可能であった。
【産業上の利用可能性】
【００５９】
　本発明の有機ＥＬディスプレイの製造方法は、障壁が形成された塗布領域に対し、イン
クを塗布するデバイスの膜厚異常部の修正方法に適用可能である。具体的には、有機半導
体や有機ＥＬディスプレイに適用できる。
【符号の説明】
【００６０】
　１　　基板
　２　　下地層
　３　　バンク
　４　　有機層
　５　　異物
　６　　膜厚異常部
　７　　膜厚異常部検出手段
　８　　除去ヘッド
　９　　吐出ノズル
　１０　吸引ノズル
　１１　溶剤
　１２　除去部
　１３　修正印刷手段
　１４　インク液滴
　１５　インク液滴溜り
　１６　膜厚異常部修正箇所



(10) JP 2012-104302 A 2012.5.31

【図１】 【図２】

【図３】 【図４】



(11) JP 2012-104302 A 2012.5.31

【図５】 【図６】



(12) JP 2012-104302 A 2012.5.31

フロントページの続き

(51)Int.Cl.                             ＦＩ                                    テーマコード（参考）
   Ｈ０１Ｌ  27/32     (2006.01)           Ｇ０９Ｆ   9/30    ３６５Ｚ          　　　　　
   Ｇ０９Ｆ   9/00     (2006.01)           Ｇ０９Ｆ   9/00    ３３８　          　　　　　
   　　　　                                Ｇ０９Ｆ   9/00    ３５２　          　　　　　

Ｆターム(参考) 5C094 AA41  AA42  AA43  BA27  EB02  EC04  FB01  GB10 
　　　　 　　  5G435 AA17  AA19  BB05  KK05 



专利名称(译) 制造有机EL显示器的方法

公开(公告)号 JP2012104302A 公开(公告)日 2012-05-31

申请号 JP2010250431 申请日 2010-11-09

[标]申请(专利权)人(译) 松下电器产业株式会社

申请(专利权)人(译) 松下电器产业株式会社

[标]发明人 中橋昭久

发明人 中橋 昭久

IPC分类号 H05B33/10 H01L51/50 H05B33/12 H05B33/22 G09F9/30 H01L27/32 G09F9/00

FI分类号 H05B33/10 H05B33/14.A H05B33/12.Z H05B33/12.B H05B33/22.Z G09F9/30.365.Z G09F9/00.338 
G09F9/00.352 G09F9/30.365 H01L27/32

F-TERM分类号 3K107/AA01 3K107/BB01 3K107/CC45 3K107/DD89 3K107/GG06 3K107/GG28 3K107/GG57 5C094
/AA41 5C094/AA42 5C094/AA43 5C094/BA27 5C094/EB02 5C094/EC04 5C094/FB01 5C094/GB10 
5G435/AA17 5G435/AA19 5G435/BB05 5G435/KK05

代理人(译) 内藤裕树
长野大辅
藤井 兼太郎

外部链接 Espacenet

摘要(译)

要解决的问题：提供一种修复印刷薄膜厚度异常部分的方法，该方法涉
及在使用印刷技术制造的基板中包含异物，其中薄膜厚度异常部分的影
响在很宽的范围内延伸。溶剂：在有机物中使用印刷技术的EL面板制造
方法，进行若干步骤以修复膜厚异常部分，步骤包括：在印刷和干燥基
板之后检测膜中或有机层表面上存在的异物的检测步骤，排出能够从喷
嘴中溶解有机层的溶剂的去除步骤，同时用另一个喷嘴将其吸出，从而
将印刷的有机层材料与异物一起除去，去除溶剂内容物的干燥步骤在去
除步骤中，通过将有机层材料印刷到仅印刷的涂层来进行重整的校正印
刷步骤在去除步骤中除去的rtion，以及在校正时残留并除去溶剂内容物
的校正后干燥步骤。

https://share-analytics.zhihuiya.com/view/f5ebd7de-caa9-4b8b-a93c-97de224ca4b1
https://worldwide.espacenet.com/patent/search/family/046394472/publication/JP2012104302A?q=JP2012104302A

